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「
維
新
八
策
」
の
公
表
前

日
、
橋
下
氏
は
記
者
を
前
に

持
論
を
語
っ
た
。「
風
邪
と

か
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
専

門
に
扱
う
開
業
医
が
増
え
て

く
る
。
公
的
医
療
保
険
制
度

は
見
直
さ
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
開
業
医
の
生
活
を
安
定

さ
せ
る
た
め
に
日
本
医
師
会

は
医
療
制
度
に
指
一
本
触
れ

さ
せ
よ
う
と
し
な
い
」
―

―
。
社
会
保
障
と
し
て
の
国

民
皆
保
険
制
度
を
開
業
医
の

〝
既
得
権
益
〟
に
歪
曲
し
、

患
者
・
国
民
と
の
対
立
を
煽

り
、「
改
革
」
を
強
調
し
た
。

　

翌
日
、「
八
策
」
に
は
、

皆
保
険
制
度
を
崩
壊
に
導
く

政
策
が
並
ん
だ
。
保
険
が
き

か
な
い
治
療
を
拡
大
し
、
患

　

鳥
の
鳴
か
な
い
日
は
あ
っ

て
も
、
橋
下
徹
と
維
新
の
会

が
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場

し
な
い
日
は

な
い
と
も
い

え
る
異
常
現

象
が
あ
る
。

　

２
月
に
実

施
し
た
「
思
想
調
査
」
ア
ン

ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
憲
法
に
全
面
的
に
反
す

る
行
為
は
、
当
然
な
が
ら
大

阪
府
労
働
委
員
会
か
ら
調
査

を
中
止
す
る
よ
う
に
勧
告
さ

れ
た
。
こ
の
調
査
に
は
一
億

円
近
く
の
全
く
無
駄
な
資
金

を
投
入
し
た
と
い
う
。
こ
れ

に
加
え
て
市
職
員
の
入
れ
墨

問
題
を
取
り
上
げ
、
市
民
感

情
に
訴
え
よ
う
と
し
た
。
私

自
身
も
入
れ
墨
に
は
良
く
な

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
良
く
な
い
の
が

博
打
（
ば
く
ち
）
だ
。

　

橋
下
市
長
は
知
事
時
代
か

ら
、
大
阪
に
特
区
を
つ
く
っ

て
で
も
、
咲
州
地
区
に
カ
ジ

ノ
を
設
置
し
て
大
阪
の
「
繁

栄
」
に
資
す
る
の
だ
と
言

う
。
賭
博
場
が
維
新
八
策
で

い
う
〝
り
ん
ご
の
な
る
木
の

土
壌
〟
を
つ
く
る
と
で
も
言

う
の
だ
ろ
う
か
。

　

入
れ
墨
は
悪
で
、
博
打
は

善
な
ど
と
い
う
思
考
構
造
が

理
解
で
き
な
い
。

　

国
政
を
め
ざ
す
野
望
に
向

か
っ
て
進
む
に
つ
れ
て
、
そ

の
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
人

々
や
政
策
に
も
何
の
斬
新
さ

も
見
当
た
ら
な
い
ば
か
り

か
、空
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
。

　

橋
下
氏
を
熱
烈
に
支
持
す

る
人
が
若
者
を
中
心
に
多
い

こ
と
を
老
人
で
あ
る
私
は
ど

う
に
も
理
解
で
き
な
い
。

　

果
た
し
て
彼
の
言
動
に
熱

烈
に
支
持
さ
れ
る
様
な
内
容

が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
立
ち
止
ま
っ
て
少
し
吟

味
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
実
体

が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ
。

　

経
済
政
策
で
は
、「
国
・

自
治
体
・
都
市
の
競
争
力
強

化
」「
競
争
力
を
重
視
す
る

自
由
経
済
」
な
ど
、「
競
争

力
強
化
」
と
称
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
規
制
「
改
革
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

を
明
記
し
、「
混
合
診
療
の
完

全
解
禁
」
を
通
じ
て
、
国
内

外
の
一
部
大
企
業
の
た
め
に

医
療
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る

「
医
療
の
営
利
化
」
を
狙
う
。

　

大
阪
で
進
め
て
い
る
ベ
イ

　

総
選
挙
で
の
最
大
の
争
点

と
な
る
消
費
税
増
税
の
是
非

に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
。
た
だ
、
橋
下
氏

は
、「
決
ま
っ
た
こ
と
は
受

け
入
れ
る
」
と
増
税
を
認
め

て
い
る
。「
八
策
」
で
は
、

「
消
費
税
の
地
方
税
化
」
と

「
地
方
交
付
税
制
度
の
廃

止
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

現
行
の
消
費
税
を
す
べ
て

地
方
税
化
す
れ
ば
、
地
方
の

税
収
が
10
・
42
兆
円
増
え

る
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税

の
廃
止
で
実
質
23
兆
円
が
不

足
し
、
13
兆
円
も
の
新
た
な

財
源
が
必
要
に
な
る
。
橋
下

氏
自
身
、「
消
費
税
を
上
げ

る
か
、
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
し

か
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
通

り
、
消
費
税
率
５
％
の
引
き

上
げ
で
13
・
５
兆
円
を
確
保

す
る
か
、
医
療
・
福
祉
・
保

育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
律

２
割
削
減
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
経
済

規
模
に
よ
る
地
域
間
の
税
収

格
差
が
拡
大
す
る
。

　

外
交
政
策
で
は
、「
日
米

同
盟
を
基
軸
」
と
し
、
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
や
米
軍
普
天
間

基
地
の
辺
野
古
移
設
を
容
認

す
る
方
向
を
示
し
た
。
憲
法

９
条
改
憲
の
た
め
に
「
発
議

要
件
の
緩
和
」
を
明
記
。
国

会
改
革
は
、
衆
院
定
数
の
半

減
を
打
ち
出
す
一
方
で
、
毎

年
３
２
０
億
円
の
税
金
を
要

す
る
政
党
助
成
金
の
大
半
を

維
持
し
た
。「
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
」
の
一
方
で
、

企
業
献
金
を
受
け
取
る
意
向

を
示
し
て
い
る
。

　

「
改
革
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
「
八
策
」
の
実
態
は
、
自

己
責
任
・
自
助
・
競
争
を
基

本
と
す
る
極
端
な
新
自
由
主

義
政
策
で
あ
り
、「
構
造
改

革
」
路
線
の
継
承
に
過
ぎ
な

い
。
社
会
保
障
削
減
・
財
界

優
遇
の
硬
直
化
し
た
政
策
か

ら
の
転
換
は
望
め
な
い
。

エ
リ
ア
開
発
や
地
下
鉄
新
設

な
ど
の
大
規
模
公
共
事
業
を

全
国
規
模
で
展
開
す
る
た

め
、「
競
争
力
強
化
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
打
ち

出
し
た
。
雇
用
政
策
で
は
、

自
由
な
〝
首
切
り
〟
を
認
め

る
「
解
雇
規
制
の
緩
和
」
を

掲
げ
、
不
安
定
雇
用
を
生
む

「
労
働
市
場
の
流
動
化
」
を

盛
り
込
ん
だ
。

　

規
制
「
改
革
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

日
本
経
団
連
が
要
求
し
続
け

て
き
た
中
心
課
題
だ
。
開
業

医
を
敵
視
す
る
一
方
で
、
財

界
に
擦
り
寄
る
立
場
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。

　

「
大
企
業
が
儲
か
れ
ば
景

気
は
良
く
な
る
」
方
式
の
経

済
政
策
は
、
自
民
党
政
権
時

代
か
ら
の
基
本
路
線
と
変
わ

ら
な
い
。
市
場
原
理
に
偏
っ

た
小
泉
「
構
造
改
革
」
は
、

非
正
規
雇
用
を
増
大
さ
せ
、

貧
困
と
格
差
を
拡
大
さ
せ

た
。
大
企
業
の
内
部
留
保
は

増
大
し
続
け
て
い
る
が
、
日

本
経
済
や
国
民
生
活
は
低
迷

し
た
ま
ま
だ
。

　

原
発
問
題
で
は
、「
先
進

者
に
重
い
負
担
を
強
い
る

「
混
合
診
療
の
完
全
解
禁
」、

「
公
的
医
療
保
険
給
付
の
重

症
患
者
へ
の
重
点
化
」
を
名

目
に
し
た
「
軽
症
患
者
の
自

己
負
担
増
」、「
公
的
保
険
の

範
囲
の
見
直
し
」
な
ど
、
徹

底
し
た
医
療
「
改
悪
」
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
分
野
の
基
本
方

針
は
、「
社
会
保
障
費
の
合

理
化
・
効
率
化
」
だ
。「
自

助
・
共
助
」
を
強
調
し
、
す

べ
て
の
国
民
が
享
受
す
べ
き

社
会
保
障
を
「
真
の
弱
者
支

援
」
に
矮
小
化
。
公
的
負
担

の
最
大
限
の
削
減
を
狙
う
。

　

生
活
保
護
で
は
、
保
護
を

打
ち
切
る
「
有
期
制
」
や
、

「
医
療
扶
助
の
自
己
負
担

制
」
を
盛
り
込
ん
だ
。
保
護

水
準
以
下
の
世
帯
の
２
割
し

か
保
護
で
き
て
い
な
い
実
態

を
無
視
し
、
給
付
を
絞
り
込

む
。
生
活
や
健
康
を
守
る
視

点
は
、
見
え
て
こ
な
い
。

国
を
リ
ー
ド
す
る
脱
原
発
依

存
体
制
の
構
築
」
と
い
う
一

文
を
加
え
た
が
、「
原
発
ゼ

ロ
」
は
打
ち
出
し
て
い
な

い
。
関
西
電
力
の
言
い
分
を

鵜
呑
み
に
し
て
電
力
不
足
を

盛
ん
に
強
調
し
、
大
飯
原
発

再
稼
動
を
容
認
し
た
政
治
的

立
場
を
反
映
し
て
い
る
。

皆保険壊す「維新八策」

「維新八策」の主な内容

国家像
自立する個人、自立する
地域、自立する国家
道州制が最終形

社会保障

社会保障給付費の合理化
・効率化
生活保護の有期化、医療
扶助の自己負担導入
混合診療の完全解禁、公
的保険の範囲の見直し、
軽症患者の自己負担増
国民総背番号制の導入

経済・雇用

TPP参加、FTA拡大
競争力強化のためのイン
フラ整備
解雇規制の緩和を含む労
働市場の流動化

税制 消費税の地方税化、地方
交付税制度の廃止

国会

首相公選制、衆議院定数
の半減
憲法改定発議要件の緩
和、憲法９条を変える国
民投票

入
れ
墨「
悪
」で
博
打
は「
善
」？

玉
川
和
隆（
城
東
区
）

談
話
室
　
だ
ん
わ
室

　

消
費
税
や
原
発
問
題
を
通
じ
て
自
民
・
民
主
の
二
大
政
党
に
対
す
る
不
信
が
広
が
る
な

か
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
連
日
、
橋
下
徹
大
阪
市
長
率
い
る
「
日
本
維
新
の
会
」
を
第
３
極
と

し
て
持
ち
上
げ
て
い
る
。
維
新
の
会
は
国
民
や
歯
科
医
師
の
切
実
な
願
い
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
８
月
末
に
公
表
し
た
「
維
新
八
策
（
案
）」
の
内
容
を
解
説
す
る
。

開
業
医
は〝
既
得
権
〟

軽
症
患
者
は
負
担
増

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て

混
合
診
療
完
全
解
禁

消
費
税
で
格
差
拡
大

９
条
改
憲
も
く
ろ
む
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